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和和和和     文文文文     要要要要     旨旨旨旨     

外 見 に 問 題 を 有 す る 人 の 心 理 的 w e l l - b e i n g を

測 定 す る 自 己 記 入 式 質 問 紙 、 D e r r i f o r d  

A p p e a r a n c e  S c a l e  5 9 （ D a s 5 9 ） の 日 本 語 版

を 作 成 し 、 そ の 信 頼 性 ・ 妥 当 性 を 検 討 し た 。

対 象 者 は 、 臨 床 群 と し て 形 成 外 科 ・ 口 腔 外 科

に 通 院 中 の 患 者 ら 2 9 2 名 （ 男 性 1 0 7 名 ・ 女 性

1 8 5 名 ）、 健 常 群 3 2 0 名 （ 男 性 1 1 9 名 ・ 女 性

2 0 1 名 ） で あ っ た 。 こ の 尺 度 の 信 頼 性 は 、 α

係 数 ・ 再 テ ス ト 信 頼 性 係 数 と も に 十 分 な も の

で あ っ た 。 そ の 妥 当 性 は 、 こ れ ら の 質 問 に 関

連 す る 他 の 尺 度 と の 相 関 や 、群 別 の 得 点 差（ 性

別 ・ 年 代 ・ 臨 床 群 と 健 常 群 な ど ） を 分 析 し て

検 討 し た と こ ろ 、 合 理 的 で 妥 当 な 結 果 が 得 ら

れ た 。 今 後 、 D A S 5 9 を 用 い る こ と に よ っ て 、

臨 床 的 な 意 思 決 定 や 研 究 （ 例 ： 治 療 法 の ア ウ

ト カ ム 研 究 ） が 促 進 さ れ る だ け で な く 、 日 常

生 活 に お け る 広 義 の Q O L 変 化 を 捉 え る こ と

で 、 外 見 に 問 題 を 有 す る 人 へ の 適 切 な 援 助 が

な さ れ る こ と が 期 待 さ れ る 。  
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K e y  W o r d s  

自 己 記 入 式 質 問 用 紙 、 外 見 、 生 活 の 質 、 心 理

的 幸 福 、 醜 形   
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英 文英 文英 文英 文 ア ブ ス ト ラ ク トア ブ ス ト ラ ク トア ブ ス ト ラ ク トア ブ ス ト ラ ク ト  

D e r r i f o r d  A p p e a r a n c e  S c a l e  5 9  ( D A S  5 9 )  i s  a  

n e w  s e l f - r e p o r t  s c a l e  t o  m e a s u r e  

p s y c h o l o g i c a l  w e l l - b e i n g  f o r  t h e  p e o p l e  w h o  

h a v e  p r o b l e m s  o f  a p p e a r a n c e .   W e  m a d e  t h e  

J a p a n e s e  v e r s i o n  o f  t h e  D A S 5 9  a n d  d i s c u s s e d  

t h e  r e l i a b i l i t y  a n d  v a l i d i t y  o f  t h e  s c a l e .  T h e  

J a p a n e s e  v e r s i o n  w a s  a d m i n i s t e r e d  t o  2 9 2  

p a t i e n t s  ( m a l e = 1 0 7 ,  f e m a l e = 1 8 5 )  i n  t h e  f i l e d  

o f  t h e  p l a s t i c  s u r g e r y  a n d  d e n t a l  s u r g e r y  a n d  
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t o  3 2 0  g e n e r a l  p o p u l a t i o n  s a m p l e s  ( m a l e = 1 1 9 ,  

f e m a l e = 2 0 1 ) .  T h e  r e l i a b i l i t y  o f  t h i s  s c a l e  

w a s  e n o u g h  a l s o  i n  b o t h  a l p h a  c o e f f i c i e n t  a n d  

t e s t - r e t e s t  r e l i a b i l i t y .  W e  c o u l d  c o n f i r m  t h e  

v a l i d i t y  o f  t h e  s c a l e  f r o m  a n a l y s i s  o f  

c o r r e l a t i o n  w i t h  o t h e r  r e l a t e d  s c a l e s  a n d  

d i f f e r e n c e s  o f  s c o r e  b e t w e e n  e a c h  g r o u p ,  f o r  

e x a m p l e ,  s e x  a n d  g e n e r a t i o n .  B y  u s i n g  t h e  

J a p a n e s e  v e r s i o n  i n  t h e  f i l e d  o f  p l a s t i c  

s u r g e r y ,  w e  w i l l  b e  a b l e  t o  e x p e c t  n o t  o n l y  
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t h a t  c l i n i c a l  d e c i s i o n - m a k i n g  a n d  r e s e a r c h  

a r e  p r o g r e s s e d ,  b u t  a l s o  t h a t  t h e  p e o p l e  w h o  

h a v e  p r o b l e m s  o f  a p p e a r a n c e  a r e  s u p p o r t e d  

a p p r o p r i a t e l y .      

K e y  W o r d s  

D e r r i f o r d  A p p e a r a n c e  S c a l e 5 9 ,  a p p e a r a n c e ,  

Q O L ,  p s y c h o l o g i c a l  w e l l - b e i n g ,  

d i s f i g u r e m e n t ,  

は じ め には じ め には じ め には じ め に     

外 見 は 、 人 種 ・ 性 別 ・ 性 格 ・ 身 体 的 状 態 ・

心 理 社 会 的 状 態 な ど 、 そ の 個 人 に つ い て の

多 く の 情 報 を も た ら す 。 そ れ ゆ え 、 外 見 の
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魅 力 は 、 人 間 の 社 会 的 相 互 作 用 に お い て 重

要 な 意 味 を も つ 反 面 、 疾 患 固 有 の 容 貌 や 事

故 に よ る D i s f i g u r e m e n t な ど 、 外 見 に 問 題

を も つ 人 た ち に と っ て は 、 心 理 的 不 適 応 や

大 き な 社 会 的 不 利 益 を 強 い る こ と と な る 1 ) 。

そ し て 、 最 近 で は 、 美 容 に 関 す る 過 剰 な メ

デ ィ ア プ ロ モ ー シ ョ ン の 影 響 も あ り 、 皮 膚

の ト ラ ブ ル や 肥 満 、 老 化 な ど が 、 一 般 の 人

に 対 し て 、 深 刻 な 心 理 的 問 題 を 引 き 起 こ す

こ と も あ る 。  

と こ ろ で 、 外 見 の 問 題 に 対 す る 治 療 的 介 入

は 、 形 成 外 科 ・ 皮 膚 科 ・ 口 腔 外 科 な ど で 以

前 か ら 行 わ れ て き た 。 し か し 、 こ れ ら の 領

域 に お い て は 、 治 療 に 対 す る 評 価 が 患 者 の

視 点 を 含 め て 十 分 に な さ れ て き た と は い え

な い 。 例 え ば 、 形 成 外 科 は 整 容 的 ・ 機 能 的

再 建 を 目 指 す 科 で あ り 、 後 者 の 機 能 的 再 建

の 評 価 に 関 し て は 、 客 観 的 な 諸 検 査 か ら の

把 握 が 中 心 と な る 。 一 方 、 整 容 的 再 建 や 美

容 整 形 に お い て は 、 客 観 的 な 基 準 が 明 確 で
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は な く 、 手 術 や 治 療 の 成 功 は 患 者 の 主 観 的

満 足 感 が 大 き な 要 因 と な る 。 に も か か わ ら

ず 、 手 術 的 介 入 に 対 す る 評 価 は 、 長 い 間 、

術 前 術 後 の 写 真 の 比 較 や 、 医 療 者 側 の 一 方

的 な 推 測 に よ る も の が ほ と ん ど で あ っ た 。  

し か し 近 年 、 医 療 全 体 で は 、 ア ウ ト カ ム 評

価 の 一 つ と し て 、 患 者 の 主 観 的 体 験 と し て

の Q O L （ Q u a l i t y  o f  l i f e ） が 注 目 さ れ る よ

う に な り 、 そ の 測 定 の た め に 、 様 々 な Q O L

尺 度 が 開 発 さ れ て 用 い ら れ て い る 2 ) 。 し か

し 、 外 見 に 問 題 を 有 す る 当 事 者 の 多 く が か

か わ る 形 成 外 科 ・ 皮 膚 科 ・ 口 腔 外 科 領 域 で

は 、 Q O L 尺 度 は 著 し く 少 な い 。 2 0 0 7 年 8 月

現 在 、 日 本 で 使 用 可 能 な Q O L 尺 度 は 、 皮 膚

科 （ D L Q I ， S k i n d e x 1 6 ） 3 ) と 口 腔 外 科 ( G O H A I ）

4 ) に お い て 僅 か に 存 在 す る の み で あ り 、 形

成 外 科 で は 皆 無 で あ る 。 そ の う え 、 手 術 等

の 介 入 行 為 の 結 果 、 実 際 に 患 者 の Q O L が 改

善 さ れ 適 応 行 動 が 促 進 さ れ て い る か に つ い

て も 、 不 安 や 抑 う つ な ど の 一 般 的 な 心 理 指
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標 の 変 化 か ら 推 察 さ れ る の み で あ る 。  

外 見 に 問 題 を 抱 え な が ら 生 き る 当 事 者 の

Q O L を 測 定 し 適 切 な 援 助 を す る た め に は 、

外 見 の 問 題 そ の も の に 焦 点 を あ て る 必 要

が あ る 。そ こ で 、欧 米 で は 、1 9 9 0 年 以 降 、

外 観 の 問 題 に 焦 点 を あ て た 心 理 測 定 尺 度

が 開 発 さ れ て い る 。 例 え ば ， A p p e a r a n c e  

S c h e m a s  I n v e n t o r y 外 観 概 要 尺 度 （ A S IA S IA S IA S I ）

5 ） ， M u l t i d i m e n s i o n a l  B o d y - S e l f  

R e l a t i o n s  Q u e s t i o n n a i r e 多 面 的 身 体 自

己 関 連 尺 度 （ M B S R QM B S R QM B S R QM B S R Q ） 6 ）， t h e  B o d y  I m a g e  

A v o i d a n c e  Q u e s t i o n n a i r e ボ デ ィ イ メ ー

ジ 回 避 尺 度 （ B I A QB I A QB I A QB I A Q ） 7 ） ， t h e  B o d y  

D y s m o r p h i c  D i s o r d e r  E x a m i n a t i o n 身 体

の 形 態 障 害 尺 度 （ B D D EB D D EB D D EB D D E ） 8 ） で あ る 。  

し か し 、 日 本 で は 、 未 だ 外 見 に つ い て の 研

究 は そ の 緒 に つ い た ば か り で あ る 。そ し て 、

医 学 の み な ら ず 心 理 学 領 域 に お い て も 、 外

見 の 問 題 に 起 因 す る 心 理 的 不 適 応 状 態 を 測

定 す る 尺 度 の 日 本 語 版 は ほ と ん ど 存 在 し な
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い 。  

そ こ で 、 今 回 、 外 見 に 問 題 を 有 し な が ら 生

き る 人 が 経 験 す る で あ ろ う 精 神 的 苦 痛 と 困

難 さ を 測 定 す る 尺 度 と し て 、 D e r r i f o r d  

A p p e a r a n c e  S c a l e （ D A S 5 9 ） 9 )  1 0 )  1 1 ） 1 2 ) の

日 本 語 版 を 作 成 す る こ と と し た 。 こ の 尺 度

は 、心 理 的 w e l l - b e i n g を 測 定 す る も の だ が 、

身 体 項 目 も 付 加 さ れ て お り 、 広 義 の Q O L 指

標 と し て 用 い る こ と も 可 能 で あ る 。そ し て 、

D A S 5 9 は 、 イ ギ リ ス に お い て 、 治 療 に よ る

変 化 に 敏 感 に 反 応 し 、 患 者 グ ル ー プ の 識 別

に も 役 立 つ こ と が 認 め ら れ た 信 頼 性 の 高 い

尺 度 で あ る 。 そ の 上 、 こ の 尺 度 は 、 臨 床 群

に も 一 般 人 に も 使 用 可 能 な も の と し て 開 発

さ れ て い る 。 し た が っ て 、 こ の 尺 度 を 用 い

る こ と に よ っ て 、 臨 床 的 な 意 思 決 定 や 研 究

（ 例 ： 治 療 法 の ア ウ ト カ ム 研 究 ） が 促 進 さ

れ る の み な ら ず 、 外 見 に 問 題 を 有 す る 当 事

者 の 日 常 生 活 に お け る Q O L 変 化 を 捉 え る こ

と が 可 能 と な り 、 そ の 結 果 、 適 切 な 援 助 を



 12

お こ な う こ と が で き る と 考 え ら れ る 。  

オ リ ジ ナ ルオ リ ジ ナ ルオ リ ジ ナ ルオ リ ジ ナ ル 版版版版 のののの 開 発 過 程開 発 過 程開 発 過 程開 発 過 程     

C a r r ら の D A S 5 9 作 成 手 続 き は 以 下 の 通 り

で あ っ た 。 彼 ら は 、 ま ず H a r r i s 1 3 )  の 研

究 な ど か ら 項 目 を 選 択 し て 、 パ イ ロ ッ ト

研 究 （ 外 見 に 問 題 を も つ 7 2 名 ） を 行 い 、

1 3 6 項 目 の 質 問 紙 を 作 成 し た 。 次 に 、 そ

の 質 問 紙 を 、 臨 床 サ ン プ ル （ 形 成 外 科 手

術 群 5 1 名 ： コ ン ト ロ ー ル 群 4 1 名 ） に 対

し て 実 施 し た 。 形 成 外 科 手 術 の 前 後 で 得

点 を 比 較 し 、 妥 当 な 結 果 が 得 ら れ た も の

の 、 項 目 が 多 す ぎ る 点 が 問 題 と な っ た 。

そ こ で 、項 目 選 択 の た め に 大 規 模 調 査（ 美

容 形 成 外 科 手 術 の 待 機 患 者 6 0 6 名 ） を 実

施 し 、1 3 6 項 目 か ら 、5 7 項 目 を 抽 出 し た 。

そ し て 、 臨 床 医 に も 受 け 入 れ ら れ る た め

に 、多 く の d i s f i g u r e m e n t s に 関 連 す る 肉

体 的 不 快 感 や 困 難 さ を 示 す ２ 項 目（ D A S 5 9

の 項 目 2 5 ・ 2 6 ） を 加 え て 、 D A S 5 9 を 完 成

し た 。  
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続 い て 、 1 7 4 0 名 の 臨 床 サ ン プ ル と 無 作 為 抽

出 し た 1 0 0 1 名 の 健 常 サ ン プ ル に D A S 5 9 を 実

施 し 、 信 頼 性 ・ 妥 当 性 の 検 証 を 行 っ た 。 内

的 整 合 性 は 高 く （ α = 0 . 9 8 ）、 ３ ヶ 月 後 の 再

検 査 信 頼 性 も 良 か っ た （ 0 . 7 5 ： 一 般 人 、

0 . 8 6 ： 患 者 ）。 既 存 尺 度 と の 相 関 も 高 く 、 併

存 的 妥 当 性 も 満 た し た （ r ＝ 0 . 7 4 ～ 0 . 6 2 ）。

ま た 、 治 療 後 の 変 化 を 測 定 で き る か を 確 認

す る た め 、 形 成 外 科 患 者 1 2 2 名 に 対 し て 手

術 前 後 （ ３ ヶ 月 ） に D A S 5 9 を 実 施 し た 。 そ

の 結 果 、 総 合 得 点 と 下 位 尺 度 の 一 般 項 目 が

大 き く 有 意 に 減 少 し 、 尺 度 の 感 受 性 も 高 い

こ と が 確 認 さ れ た 。  

D A S 5 9 は 、外 見 に 関 す る 一 般 的 懸 念 G e n e r a l  

s e l f - c o n s c i o u s n e s s  o f  a p p e a r a n c e  ( G S C ）、

外 見 に 関 す る 社 会 的 懸 念 S o c i a l  

s e l f - c o n s c i o u s n e s s  o f  a p p e a r a n c e ( S S C ) 、

外 見 に 関 す る 性 と 身 体 へ の 懸 念 S e x u a l  a n d  

b o d i l y  s e l f - c o n s c i o u s n e s s  o f  a p p e a r a n c e  

( S B S C ) 、 否 定 的 自 己 概 念 N e g a t i v e  s e l f  
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- c o n c e p t  ( N S C ) 、 外 見 に 関 す る 顔 （ 髪 ） へ

の 懸 念 F a c i a l  s e l f - c o n s c i o u s n e s s  o f  

a p p e a r a n c e ( F S C ) の ５ つ の 下 位 尺 度 と 、４ 項

目 （ 2 5 ・ 2 6 ・ 5 3 ・ 5 9 ） か ら 構 成 さ れ る 。 最

後 の ４ 項 目 の う ち 、 項 目 5 3 ・ 5 9 は 、 因 子 負

荷 量 が 0 . 4 0 を 満 た さ な い も の の 、 十 分 な

I T 相 関 ( 0 . 4 3 と 0 . 5 3 ) と 、 臨 床 的 に 良 い 表

面 的 妥 当 性 を 示 し た た め 、 残 さ れ た 項 目 で

あ る 。 残 り の ２ 項 目 2 5 ・ 2 6 は 、 身 体 状 況

( P h y s i c a l ) に 関 す る 質 問 と し て 付 加 さ れ た

項 目 で あ る 。な お 、 s e l f - c o n s c i o u s n e s s は 、

心 理 学 な ど で は 一 般 的 に 「 自 己 意 識 」 と 訳

さ れ て い る 。 し か し 、 D A S 5 9 の 質 問 は 、 外

見 に 起 因 す る 様 々 な 気 が か り や 苦 痛 を 問 う

も の で あ り 、 内 容 的 に は 「 懸 念 」 の 方 が 日

本 語 表 現 と し て 適 切 で あ る と 判 断 し た 。  

1 6 歳 以 上 を 対 象 と し た 自 己 記 入 式 質 問

紙 で あ り 、 外 見 に 問 題 を 持 ち な が ら 生 き

る こ と に よ る 感 情 ・ 認 知 ・ 行 動 の 諸 側 面

に 関 連 す る 頻 度 （ 項 目 １ ～ 3 3 ： ４ 件 法 ）
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と 強 度 （ 項 目 3 4 ～ 5 9 ： 5 件 法 ） を 測 定 す

る よ う に 作 成 さ れ て い る 。 そ の 一 方 で 、

外 見 上 の 懸 念 の 有 無 や 懸 念 部 分 の 自 由 記

述 、 回 答 欄 に 「 該 当 し な い 」 と い う 項 目

が 付 加 さ れ て お り 、 外 見 上 の 障 害 の な い

一 般 人 や 治 療 中 の 患 者 に も 用 い る こ と が

で き る よ う に な っ て い る 。 得 点 範 囲 は 8

点 か ら 2 6 2 点 で 、 高 得 点 で あ れ ば あ る ほ

ど 、 外 見 の 問 題 を 抱 え な が ら 生 き る こ と

の ス ト レ ス と 機 能 障 害 が 大 き い こ と を 示

し て い る 。  

目目目目         的的的的     

本 研 究 の 目 的 は 、 C a r r ら が 作 成 し た D A S 5 9

日 本 語 版 を 作 成 し 、 尺 度 と し て の 信 頼 性 ・

妥 当 性 を 検 証 す る こ と で あ る 。そ の た め に 、

ま ず 、 D A S 5 9 オ リ ジ ナ ル 版 か ら 日 本 語 へ の

翻 訳 を 行 い 、 日 本 文 化 と の 適 合 性 を 検 討 す

る 。 次 に 、 作 成 し た D A S 5 9 日 本 語 版 を 、 形

成 外 科 ・ 口 腔 外 科 に 通 院 す る 患 者 ら の 臨 床

群 と 、 社 会 人 ・ 学 生 か ら な る 健 常 群 に 実 施
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し 、 項 目 分 析 及 び 因 子 構 造 の 確 認 後 、 尺 度

の 信 頼 性 ・ 妥 当 性 を 検 討 す る 。 信 頼 性 は 、

α 係 数 に よ る 内 的 整 合 性 と 再 テ ス ト に よ る

再 現 性 、妥 当 性 は 、以 下 の ２ 点 を 検 討 す る 。

基 準 関 連 妥 当 性 と し て 、 臨 床 群 と 健 常 群 、

懸 念 の 有 無 、 性 別 、 疾 患 部 位 な ど に よ り 、

D A S 5 9 総 合 得 点 の 平 均 値 に 差 が 認 め ら れ る

か 確 認 し 、 収 束 的 妥 当 性 ・ 弁 別 的 妥 当 性 と

し て 、 他 の 尺 度 得 点 と の 相 関 を 比 較 し 、 質

問 紙 と し て の 妥 当 性 を 満 た す か 検 討 す る 。  

方方方方         法法法法     

対 象 者対 象 者対 象 者対 象 者         

臨 床 群 ： 北 里 大 学 病 院  形 成 外 科 ・ 美 容 外 科

を 受 診 し た 患 者 1 6 5 名 ( 男 性 6 5 名 ・ 女 性 1 0 0

名 ) 、 鶴 見 大 学 附 属 病 院  口 腔 外 科 を 受 診 し

た 患 者 8 0 名 （ 男 性 3 0 名 ・ 女 性 5 0 名 ）、 顔

に 疾 患 や 外 傷 を も つ 人 の 自 助 グ ル ー プ の 会

員 4 7 名 ( 男 性 1 2 名 ・ 女 性 3 5 名 ) の 計 2 9 2

名 を 対 象 と し た 。 こ れ は 、 多 施 設 連 続 サ ン

プ リ ン グ と し て 対 象 者 ( 1 8 歳 以 上 ) の 同 意
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を 得 て 配 布 さ れ た 4 7 0 枚 の 質 問 紙 セ ッ ト の

う ち 、 即 時 ま た は 郵 送 に て 回 収 さ れ た 3 0 9

枚 ( 回 収 率 6 5 . 7 4 ％ ) か ら 、 不 完 全 回 答 1 7 枚

を 除 い た も の で あ る 。臨 床 群 の 平 均 年 齢 は 、

4 2 . 8 8 歳 ( S D = 1 7 . 1 5 ) で あ っ た 。  

健 常 群 ： 複 数 の 地 方 公 共 団 体 ・ 企 業 ・ 健 康

サ ー ク ル か ら 無 作 為 に 抽 出 さ れ た 1 8 歳 以

上 の 対 象 者 2 5 2 名 ( 男 性 8 2 名 ・ 女 性 1 7 0 名 ) 、

大 学 生 6 8 名 ( 男 性 3 7 名 ・ 女 性 3 1 名 ) の 計

3 2 0 名 を 対 象 と し た 。こ れ は 配 布 さ れ た 4 7 0

枚 の 質 問 紙 セ ッ ト の う ち 、 即 時 ま た は 郵 送

に て 回 収 さ れ た 3 7 9 枚 ( 回 収 率 は 8 0 . 6 4 % ) か

ら 、大 学 生 の 余 剰 分 5 9 枚 を 除 い た も の で あ

る 。 な お 、 大 学 生 ( 法 学 ・ 心 理 学 ・ 福 祉 学 )

は 、 臨 床 群 の 構 成 に 合 致 す る よ う 、 回 収 さ

れ た 1 3 4 名 分 か ら 無 作 為 抽 出 に よ り 抽 出 さ

れ た 。 健 常 群 の 平 均 年 齢 は 4 0 . 7 6 歳

( S D = 1 6 . 6 3 ) で あ っ た 。  

両 群 の 対 象 者 の 年 齢 ・ 性 別 な ど に つ い て 、

統 計 上 有 意 な 差 は 認 め ら れ な か っ た
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( T a b l e 1 ) 。  

質 問 紙質 問 紙質 問 紙質 問 紙 のののの 構 成構 成構 成構 成     

質 問 紙 セ ッ ト は 、 D A S 5 9 と 、 そ の 妥 当 性 を

検 証 す る た め の ５ 尺 度 か ら 構 成 さ れ た 。 そ

れ ら は 、 抑 う つ 気 分 を 測 定 す る

S e l f - r a t i n g  D e p r e s s i o n  S c a l e  ( S D S )  1 4 ) 2 0

項 目 、不 安 を 測 定 す る S t a t e - T r a i t  A n x i e t y  

I n v e n t o r y ( S T A I )  1 5 ） か ら 特 性 不 安 2 0 項 目 、

神 経 症 傾 向 と 外 向 性 を 測 定 す る E y s e n c k  

P e r s o n a l i t y  Q u e s t i o n n a i r e （ E P Q ） 1 6 ) 短 縮

版 1 2 項 目 、自 己 意 識 特 性 を 測 定 す る 自 意 識

尺 度 1 7 )  か ら  公 的 自 意 識 1 0 項 目 、 皮 膚 疾

患 に 特 異 的 な Q O L を 測 定 す る D e r m a t o l o g y  

L i f e  Q u a l i t y  I n d e x ( D L Q I )  3 ) 1 0 項 目 で あ る 。 

D A S 5 9D A S 5 9D A S 5 9D A S 5 9 日 本 語 版 作 成 過 程日 本 語 版 作 成 過 程日 本 語 版 作 成 過 程日 本 語 版 作 成 過 程     

日 本 語 版 は 、翻 訳 及 び b a c k  t r a n s l a t i o n（ 逆

翻 訳 ） 手 続 き と 、 外 見 に 問 題 を 抱 え る 当 事

者 に よ る パ イ ロ ッ ト ス タ デ ィ の ２ つ の ス テ

ッ プ に よ り 作 成 し た 。 ま ず 、 D A S 5 9 オ リ ジ

ナ ル 版 の 原 作 者 に 日 本 語 版 作 成 の 許 可 を 得
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て 、 研 究 者 ２ 名 が こ れ を 別 々 に 邦 訳 し た 。

そ の 日 本 語 訳 を 、 共 同 研 究 者 間 の 協 議 に よ

り 統 一 し 、 英 国 文 化 に 詳 し い ３ 名 の バ イ リ

ン ガ ル に 逆 翻 訳 を 依 頼 し た 。 そ の 後 、 逆 翻

訳 さ れ た ３ つ の 内 容 を 全 て 原 作 者 に 送 り 、

原 作 者 か ら の 指 摘 に 応 え な が ら 協 議 し 、 必

要 に 応 じ て 表 現 を 変 更 す る と い う 手 続 き を

繰 り 返 し な が ら 翻 訳 版 を 作 成 し た 。 ま た 、

パ イ ロ ッ ト ス タ デ ィ と し て 、 外 見 に 問 題 を

有 す る 1 1 名 の 会 社 員 を 対 象 に 調 査 を 行 っ

た 。 対 象 者 の 外 見 の 問 題 は 、 禿 髪 （ 男 性 ３

名 ）・ 抗 ガ ン 剤 に よ る 脱 毛 （ 女 性 １ 名 ）・ 単

純 性 血 管 腫 （ 男 性 １ 名 ）・ 太 田 母 斑 （ 女 性 １

名 ）・ 強 皮 症 （ 女 性 １ 名 ）・ 熱 傷 瘢 痕 （ 女 性

２ 名 ）・ 事 故 後 の 瘢 痕 （ 女 性 １ 名 ）・ 合 指 症

（ 女 性 １ 名 ） で あ っ た 。 5 9 項 目 に 加 え て 、

各 項 目 の 表 現 や 内 容 の 適 切 性 、 回 答 時 間 に

つ い て も 質 問 し 、 内 容 的 妥 当 性 や 実 施 可 能

性 に つ い て 確 認 し た 。  

結結結結     果果果果         
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分 析 に は 統 計 パ ッ ケ ー ジ ソ フ ト S P S S 1 5 . 0

を 用 い 、 分 析 手 続 き は 、 基 本 的 に オ リ ジ ナ

ル 版 開 発 研 究 に 従 っ た 。  

分 析分 析分 析分 析 １１１１ ：：：： 項 目 分 析項 目 分 析項 目 分 析項 目 分 析     

D A S 5 9 各 項 目 の 欠 損 値 割 合 は 、 0 . 1 % ～ 2 . 1 %

に 過 ぎ な か っ た 。 ま た 、 回 答 分 布 に つ い て

も ヒ ス ト グ ラ ム で 確 認 し た と こ ろ 大 き な 偏

り は な く 、 総 合 得 点 は 正 規 分 布 に 近 い 分 布

形 を 示 し た 。  

分 析分 析分 析分 析 2222 ：：：： 因 子 構 造因 子 構 造因 子 構 造因 子 構 造 のののの 確 認確 認確 認確 認     

ま ず 、 日 本 版 D A S 5 9 の 身 体 症 状 を 除 く 5 7

項 目 に 対 し て 、 主 因 子 法 に よ る 探 索 的 因

子 分 析 を 実 施 し た 。 ス ク リ ー プ ロ ッ ト と

解 釈 可 能 性 か ら 5 因 子 解 が 適 当 で あ る と

判 断 し た 。 そ こ で 再 度 、 主 因 子 法 に よ り

5 因 子 を 抽 出 し 、 バ リ マ ッ ク ス 回 転 を 実

施 し た 。 結 果 を T a b l e 2 に 示 す 。 各 項 目 の

因 子 付 加 が 0 . 4 0 未 満 の 9 項 目 （ 0 . 3 3 ～

0 . 3 9 ） を 削 除 し 、 4 8 項 目 で 再 度 因 子 分 析

を 行 っ た 結 果 、 同 様 に 5 因 子 解 が 適 当 で
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あ る こ と 、 デ ー タ の 全 分 散 の 5 4 . 3 0 ％ を

説 明 し て い る こ と が 示 さ れ た 。 無 作 為 抽

出 し た 半 数 ず つ の サ ン プ ル を 対 象 に 実 施

し た 場 合 も 、 い ず れ も 同 様 の 因 子 構 造 が

得 ら れ た 。 し か し 、 オ リ ジ ナ ル 版 と 異 な

り 、“ 性 と 身 体 へ の 懸 念 ” と “ 顔 ( 髪 ) に 関

す る 懸 念 ” は 、 独 立 し た 因 子 を 構 成 し な

か っ た 。 そ の 代 わ り に “ 行 動 制 限 に よ る

苦 痛 ” と 、“ 外 見 に よ る 孤 独 感 ” が 、 新 た

な 因 子 と し て 抽 出 さ れ た 。“一 般 的 懸 念 ”、

“ 社 会 的 懸 念 ”、“ 否 定 的 自 己 概 念 ” は 、

オ リ ジ ナ ル 版 と 類 似 の 構 造 に な っ て い た 。 

こ の 扱 い に つ い て は 、 原 作 者 と 協 議 の 結

果 、 新 た な 下 位 尺 度 の 日 本 語 版 を 作 成 す

る こ と も 認 め ら れ た 。 し か し 、 日 本 側 研

究 者 間 の 再 協 議 に よ り 、 国 際 比 較 の 可 能

性 を 優 先 す る こ と 、 日 本 版 の 因 子 構 造 を

確 定 す る に は 、 今 回 の サ ン プ ル は オ リ ジ

ナ ル に 比 べ て 少 な す ぎ る こ と な ど の 理 由

に よ り 、 オ リ ジ ナ ル に 従 っ て 分 析 を 続 け
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る こ と に 決 定 し た 。 以 下 は 、 オ リ ジ ナ ル

の 因 子 構 造 に 従 っ た 分 析 で あ る 。  

分 析分 析分 析分 析 3333 ：：：： 信 頼 性信 頼 性信 頼 性信 頼 性 のののの 検 討検 討検 討検 討     

内 的 整 合 性内 的 整 合 性内 的 整 合 性内 的 整 合 性 のののの 指 標指 標指 標指 標 と し て のと し て のと し て のと し て の αααα 係 数係 数係 数係 数     

D A S 5 9 全 項 目 で の C r o n b a c h の α 係 数 は 、

α ＝ 0 . 9 6 と い う 高 い 値 を 示 し た 。 下 位 尺

度 別 の α 係 数 も 、‘ 一 般 的 懸 念 ’ 0 . 9 4 、‘ 社

会 的 懸 念 ’0 . 9 3 、‘性 と 身 体 の 懸 念 ’0 . 8 1 、

‘ 否 定 的 自 己 概 念 ’ 0 . 7 2 、‘ 顔 （ 髪 ） に 関

す る 懸 念 ’ 0 . 7 1 で あ っ た 。  

再 現 性再 現 性再 現 性再 現 性     

再 テ ス ト 法 に よ る 信 頼 性 を 検 討 す る た め

に 、大 学 生 群 か ら 9 0 名 を 無 作 為 抽 出 し て 、

1 回 目 の 回 答 か ら 2 ヶ 月 後 に 再 度 回 答 を

求 め た 。 2 回 の 検 査 の 総 合 得 点 は 、 高 い

相 関 を 示 し ( ｒ ＝ 0 . 8 7 ) 、 下 位 尺 度 別 の 相

関 係 数 も 、‘ 外 見 に 関 す る 一 般 的 懸 念 ’ r

＝ 0 . 8 6 、‘ 外 見 に 関 す る 社 会 的 懸 念 ’ r ＝

0 . 7 7 、‘ 外 見 に 関 す る 性 と 身 体 の 懸 念 ’ r

＝ 0 . 8 0 、‘ 否 定 的 自 己 概 念 ’ r ＝ 0 . 6 7 、‘ 顔
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（ 髪 ） に 関 す る 懸 念 ’ r ＝ 0 . 6 6 の 値 を 示

し た 。  

分 析分 析分 析分 析 ４４４４ ：：：： 妥 当 性妥 当 性妥 当 性妥 当 性 のののの 検 討検 討検 討検 討     

基 準 関 連 妥 当 性基 準 関 連 妥 当 性基 準 関 連 妥 当 性基 準 関 連 妥 当 性     

臨 床 群 と 健 常 群 の 比 較  ：  各 群 の D A S 5 9

の 総 合 得 点 と 下 位 尺 度 の 平 均 点 を T a b l e 3

に 示 す 。 臨 床 群 と 健 常 群 と で は 平 均 点 に 差

が 認 め ら れ た （ F ( 1 , 6 1 0 ) = 4 . 3 5 ， p < . 0 5 ）。 し

か し 、  C a r r ら の 開 発 研 究 と 異 な り 、 臨 床

群 に も 「 気 に な る と こ ろ は な い 」 と 答 え た

者 が 、 健 常 群 と 同 じ 割 合 で 存 在 し て い た 。

大 学 病 院 の 形 成 外 科 ・ 口 腔 外 科 を 受 診 し て

お り そ の ほ と ん ど が 術 前 で あ る に も 関 わ ら

ず 、「 気 に な る と こ ろ は な い 」 と 答 え た こ と

に つ い て は 、 症 状 の 客 観 的 状 態 だ け で な く

外 見 の 問 題 を 口 に し な い と い う わ が 国 の 文

化 的 背 景 な ど も 遠 因 で あ る と 推 測 さ れ る 。

し か し 、 本 研 究 で は 明 ら か に す る こ と が で

き な い た め 、臨 床 群 に お い て も 健 常 群 同 様 、

「 懸 念 の 有 無 」 に 分 け て 検 討 す る こ と に し
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た 。  

臨 床 群 の 中 で 外 見 に 懸 念 を 有 す る 群 （ 以

下 、“ 臨 床 あ り 群 ” と す る ）、 臨 床 群 の 中

で 外 見 に 懸 念 を 有 し な い 群 （ 以 下 、“ 臨 床

な し 群 ” と す る ）、 健 常 群 の 中 で 外 見 に 懸

念 を 有 す る 群 （ 以 下 、“ 健 常 あ り 群 ” と す

る ）、健 常 群 の 中 で 外 見 に 懸 念 を 有 し な い

群 （ 以 下 、“ 健 常 な し 群 ” と す る ） の ４ 群

の 総 合 得 点 に つ い て 、 対 象 者 群 を 要 因 と

し て 分 散 分 析 を 行 っ た 結 果 、 群 の 主 効 果

（ F ( 3 , 6 0 8 ) = 6 2 . 3 0 ， p < . 0 1 ) が 認 め ら れ た 。

そ こ で 、 L S D 法 に よ る 多 重 比 較 を 行 っ た

と こ ろ 、“ 臨 床 あ り 群 ” は 他 の す べ て の 群

よ り も （ p < . 0 1 ）、“ 健 常 あ り 群 ” は “ 臨 床

な し 群 ”と“ 健 常 な し 群 ”よ り も ( p < . 0 1 ) 、

得 点 が 高 か っ た 。 こ の 結 果 は 、‘ 否 定 的 自

己 意 識 ’ 以 外 の す べ て の 下 位 尺 度 、 す な

わ ち 、‘ 一 般 的 懸 念 ’（ F ( 3 , 6 0 8 ) = 1 1 1 . 4 9 ，

p < . 0 1 ）、‘ 社 会 的 懸 念 ’（ F ( 3 , 6 0 8 ) = 2 3 . 7 2 ，

p < . 0 1 ）、‘ 性 と 身 体 の 懸 念 ’
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（ F ( 3 , 6 0 8 ) = 3 2 . 9 5 ， p < . 0 1 ）、‘ 顔 （ 髪 ） に

関 す る 懸 念 ’（ F ( 3 , 6 0 8 ) = 1 6 . 7 2 ， p < . 0 1 ） に

も 認 め ら れ た 。  

懸 念 部 位 に よ る 比 較  ：  対 象 と な る 身 体

的 部 位 を 、 頭 頸 部 、 体 幹 、 四 肢 に 分 け 、 懸

念 部 位 を 要 因 と し て 分 散 分 析 を 行 っ た 。 顔

な ど の 外 か ら 見 え る 部 分 に 乾 癬 を も つ 人 の

方 が Q O L は 低 く 1 8 )  、 顔 に 熱 傷 瘢 痕 を も つ

方 が 他 の 身 体 部 位 に そ れ を も つ 人 に 比 べ て 、

精 神 疾 患 の 罹 患 率 が 高 い 1 9 )  た め 、 D A S 5 9

用 い た 場 合 も そ の 懸 念 部 位 に よ っ て 得 点 差

が 生 じ る 可 能 性 が 推 測 さ れ た か ら で あ る 。

そ の 結 果 、 健 常 群 で は 明 確 に な ら な か っ た

も の の 、臨 床 群 で は 総 得 点（ F ( 2 , 2 1 7 ) = 2 . 6 9 ，

p < . 0 7 ）、一 般 的 懸 念（ F ( 2 , 2 1 7 ) = 3 . 7 1 ，p < . 0 5 ）、

社 会 的 懸 念 （ F 2  ( 2 , 2 1 7 ) = 3 . 2 3 ， p < . 0 5 ）、 否

定 的 自 己 概 念 （ F ( 2 , 2 1 7 ) = 2 . 6 0 ， p < . 0 7 ） に 部

位 の 主 効 果 が 認 め ら れ た 。 そ こ で 、 L S D 法

に よ る 多 重 比 較 を 行 っ た と こ ろ 、“ 顔 ” 群 は

“ そ の 他 ” の 群 よ り も 得 点 が 高 か っ た
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（ p < . 0 5 ）。 な お 、 統 計 上 の 有 意 差 は 認 め ら

れ な か っ た が 、 血 管 腫 や 母 斑 な ど の 先 天 疾

患 群 、 顔 の 変 形 な ど の 先 天 奇 形 群 な ど は 、

美 容 整 形 希 望 者 よ り も 平 均 点 が 高 か っ た 。  

性 差 や 年 齢 に よ る 比 較  ：  臨 床 群 ・ 健

常 群 ( 年 齢 調 整 済 ) そ れ ぞ れ に お い て 、 性

別 に よ る 平 均 値 の 差 の 検 定 を 行 っ た と こ

ろ 、 臨 床 群 で は 女 性 が 男 性 よ り も 総 得 点

が 高 く ( ｔ ( 2 9 0 ） = 2 . 6 6 ， p < . 0 1 ) 、 健 常 群 で

も そ の 傾 向 が み ら れ た ( ｔ ( 2 9 2 ） = 1 . 8 4 ，

p < . 0 6 ) 。 下 位 尺 度 で も 、‘ 一 般 的 懸 念 ’（ 臨

床 群  ( t ( 2 9 0 ） = 3 . 7 7 ， p < . 0 1 ) 、 健 常 群

( t ( 2 9 2 ） = 2 . 0 7 ， p < . 0 5 ) ）、‘ 性 と 身 体 の 懸

念 ’（ 臨 床 群  ( t ( 2 9 0 ） = 4 . 2 9 ， p < . 0 1 ) 、 健

常 群 ( t ( 2 9 2 ） = 2 . 9 4 ， p < . 0 1 ) ）、‘ 顔 （ 髪 ）

に 関 す る 懸 念 ’（ 臨 床 群 ( t ( 2 9 0 ） = 2 . 1 5 ，

p < . 0 5 ) ） 同 様 の 結 果 と な っ た 。 こ れ は 、

熱 傷 な ど に よ る D i s f i g u r e m e n t 研 究 に お

い て 、 女 性 の 方 が 男 性 よ り も 有 意 に 心 理

的 w e l l - b e i n g が 低 い 、と い う 結 果 に 合 致
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す る も の で あ る 2 0 ) 2 1 )  。 ま た 、 年 代 差 に

関 し て 比 較 し た と こ ろ 、 臨 床 群 ( t ( 1 5 5 ）

= 2 . 4 8 ， p < . 0 1 ) 、 健 常 群 ( t ( 1 4 9 ） = 4 . 7 9 ，

p < . 0 1 ) と も に 、若 年 群 ( 1 8 歳 ～ 3 0 歳 ) の 方

が 高 齢 群 ( 6 0 歳 ～ 7 8 歳 ) よ り も 総 得 点 が

高 か っ た 。‘一 般 的 懸 念 ’、‘社 会 的 懸 念 ’、

‘ 身 体 の 懸 念 ’ に お い て も 、 同 様 に 有 意

な 差 が 認 め ら れ た 。 こ れ も 、 若 年 者 の 方

が 外 見 の 問 題 に よ っ て 心 理 的

w e l l - b e i n g が 害 さ れ や す い と い う 臨 床

的 見 解 に 合 致 す る 結 果 で あ っ た 。  

２２２２ ．．．． 収 束 的 妥 当 性収 束 的 妥 当 性収 束 的 妥 当 性収 束 的 妥 当 性 とととと 弁 別 的 妥 当 性弁 別 的 妥 当 性弁 別 的 妥 当 性弁 別 的 妥 当 性 のののの 検 討検 討検 討検 討     

D A S 5 9 総 得 点 と 、不 安 ( S T A I： r  ＝ 0 . 6 0  ) 、

抑 う つ ( S D S： r ＝ 0 . 5 4 ) 、 神 経 症 傾 向 ( E P Q ：  

r ＝ 0 . 4 3 ) 、 公 的 自 己 意 識 ( 自 意 識 尺 度 ： r

＝ 0 . 4 9 ) と は 、比 較 的 強 い 有 意 な 正 の 相 関

( p < . 0 1 ) が み ら れ た 。外 見 の 問 題 に よ っ て

生 じ る 精 神 的 苦 痛 や 困 難 さ が 大 き い ほ ど 、

不 安 や 抑 う つ な ど の 否 定 的 感 情 は 高 く な

り や す く 、 ま た 、 外 か ら 見 え る 自 分 の 姿
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が 気 に な り 、 神 経 症 的 な パ ー ソ ナ リ テ ィ

傾 向 も 示 し や す い と い え る 。そ の 一 方 で 、

同 じ パ ー ソ ナ リ テ ィ の 中 で も 、 外 向 性

( E P Q ： r = － 1 5 ， p < . 0 5 ) と は ご く 弱 い 負 の

相 関 し か 認 め ら れ な か っ た 。以 上 に よ り 、

並 存 的 妥 当 性 も 弁 別 的 妥 当 性 も 満 た し て

い る と 評 価 さ れ た 。 下 位 尺 度 も 同 様 で あ

っ た 。  

併 存 的 妥 当 性併 存 的 妥 当 性併 存 的 妥 当 性併 存 的 妥 当 性 のののの 検 討検 討検 討検 討     

D A S 5 9 総 得 点 と 、 皮 膚 疾 患 特 異 的

Q O L ( D L Q I ： r ＝ 0 . 4 5 ) と 、 比 較 的 強 い 有 意

な 正 の 相 関 ( p < . 0 1 ) が み ら れ た 。外 見 の 問

題 に 伴 う 苦 痛 が 皮 膚 疾 患 に 起 因 す る 場 合 、

皮 膚 科 疾 患 特 異 的 Q O L も 損 な い や す い と

考 え ら れ る 。  

考 察考 察考 察考 察     

英 国 版 の 因 子 構 造 に 従 っ た 分 析 を 実 施 し 、

そ の 項 目 分 析 の 結 果 、 欠 損 値 や 回 答 の 大 き

な 偏 り は 認 め ら れ な か っ た 。 ま た 、 尺 度 の

信 頼 性 に つ い て も 、 オ リ ジ ナ ル 版 よ り は や
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や 低 い も の の 、内 的 整 合 性 ・ 再 現 性 と も に 、

十 分 な 値 を 示 し た 。 尺 度 の 妥 当 性 に つ い て

も 、 有 意 な 得 点 差 が 、 臨 床 群 と 健 常 群 、 懸

念 の 有 無 、 懸 念 の 身 体 部 位 、 性 別 、 年 代 間

に 認 め ら れ た 。 そ し て 、 他 の 尺 度 と の 相 関

も 合 理 的 で 妥 当 な も の で あ っ た 。 し た が っ

て 、 D A S 5 9 日 本 語 版 は 、 十 分 な 信 頼 性 ・ 妥

当 性 を 示 す も の で あ る と 評 価 す る こ と が で

き る 。 た だ し 、 今 回 の デ ー タ で は 、 因 子 構

造 が 一 部 異 な っ て お り 、 日 本 独 自 の 因 子 構

造 が あ り う る の か は 不 明 で あ る 。 そ の 原 因

と し て 、 多 施 設 連 続 サ ン プ リ ン グ と い う こ

と も あ り 、 様 々 な 状 態 の 術 前 患 者 が 含 ま れ

て し ま っ た こ と が 考 え ら れ る 。 今 後 は 、 サ

ン プ ル の 対 象 を 限 定 し 、 あ る い は サ ン プ ル

数 を 増 や し た 検 証 の 積 み 重 ね が 必 要 で あ ろ

う 。  

と こ ろ で 、 本 研 究 の 結 果 は 、 一 般 の イ ギ リ

ス 人 の サ ン プ ル に も 身 体 的 外 見 を 気 に す る

者 が 多 い （ 男 性 の 3 5 % 、 女 性 の 5 7 % ） と す る
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C a r r ら の 研 究 9 )  以 上 に 、 日 本 人 の 多 く が

外 見 に 対 す る 懸 念 を も っ て い る こ と を 示 し

た 。 す な わ ち 、 健 常 群 の 男 性 の 6 9 . 8 % 、 女

性 の 8 1 . 6 % が 、 自 分 の 外 見 に 少 な く と も １

箇 所 以 上 の 気 に な る 部 分 を 有 し て い る と さ

れ る 。 し か も 、 イ ギ リ ス の 一 般 人 サ ン プ ル

が 6 0 歳 以 下 で あ り 、 日 本 は 8 0 歳 以 下 ま で

広 く 含 む こ と を 考 慮 す れ ば 、 実 際 は 、 よ り

大 き な 差 が 生 じ る も の と 推 測 さ れ る 。 外 見

を 気 に す る と い う 現 象 は 世 界 的 な も の で あ

り 、 外 見 の 美 し さ や 健 康 を う た う メ デ ィ ア

プ ロ モ ー シ ョ ン に よ っ て 現 代 的 な 不 安 を 煽

ら れ て い る と も 考 え ら れ る が 、 日 本 に お け

る 卓 越 し た 外 見 へ の 懸 念 度 の 原 因 に つ い て

は 、今 後 、よ り 検 討 さ れ な け れ ば な ら な い 。  

D A S 5 9 は 、 抑 う つ や 不 安 な ど の 一 般 的 な 心

理 評 価 尺 度 や 他 の Q O L 尺 度 と 異 な り 、 外 見

の 問 題 に 直 接 焦 点 を あ て る こ と に よ り 、 よ

り 効 果 的 に 、 外 見 の 問 題 に か か わ る 心 身 の

適 応 状 態 を 捉 え る た め に 開 発 さ れ た 尺 度 で
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あ る 。 そ れ ゆ え 、 今 後 は 、 そ の D A S 5 9 日 本

語 版 を 用 い る こ と に よ っ て 、 外 見 の 問 題 に

対 す る 治 療 的 ア プ ロ ー チ の 効 果 研 究 が 促 進

さ れ る で あ ろ う 。 そ し て 、 医 療 現 場 で は 、

患 者 主 体 の 医 療 と い う 観 点 か ら Q O L 概 念 が

ま す ま す 重 要 に な っ て き て お り 、 医 療 に 従

事 す る 側 も 患 者 の Q O L を モ ニ タ ー し な が ら

治 療 の 意 義 を 評 価 す る 時 代 を 迎 え て い る 。

D A S 5 9 日 本 語 版 が そ の 重 要 な ツ ー ル の 一 つ

と し て 用 い ら れ る こ と が 期 待 さ れ る 。 そ こ

で 、 D A S 5 9 日 本 語 版 に お い て は 、 原 作 者 の

許 可 を 得 て 、 教 示 文 に 「 質 問 肢 の 中 の 「 そ

の 部 分 」 は 、 あ な た の ア ト ピ ー 性 皮 膚 炎 を

さ す も の 、 と し て お 答 え 下 さ い 」 と 、 書 き

添 え る こ と が 認 め ら れ た 。こ の こ と に よ り 、

顔 面 神 経 麻 痺 、 熱 傷 瘢 痕 、 甲 状 腺 眼 疾 患 な

ど の 特 定 の 対 象 に つ い て も 調 査 す る こ と が

で き る 。 ま た 、 医 学 用 語 で 一 般 に わ か り に

く い 場 合 、 例 え ば 、 母 斑 を あ ざ と 表 記 し て

置 き 換 え る こ と は 可 能 で あ る 。  
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な お 、 最 近 、 D A S 5 9 短 縮 版 と し て D e r r i f o r d  

A p p e a r a n c e  S c a l e  2 4（ D A S 2 4 ） が 開 発 さ れ 、

そ の 信 頼 性 ・ 妥 当 性 も 検 証 さ れ た 2 2 ) 。 よ り

短 時 間 の 測 定 は 、 患 者 の 負 担 を 軽 減 し 、 か

つ 、 臨 床 現 場 に お け る 利 便 性 を 高 め る こ と

か ら 、 D A S 2 4 日 本 語 版 の 開 発 も 実 施 す る 必

要 が あ る と 考 え て い る 。  

ま と めま と めま と めま と め     
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Ｑ Ｏ Ｌ の モ ニ タ リ ン グ の 一 つ と な る こ と が 判

明 し た 。     

野 澤 桂 子  

山 野 美 容 芸 術 短 期 大 学 美 容 福 祉 学 科  

〒 1 9 2 - 0 3 9 6  東 京 都 八 王 子 市 鑓 水 5 3 0  

E - m a i l ： k n o z a w a @ y a m a n o . a c . j p  

謝謝謝謝         辞辞辞辞     
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Ｄ Ａ Ｓ ５ ９ の 開 発 者 の 一 人 で あ る

P l y m o u t h 大 学 （ イ ギ リ ス ） の 故 T o n y  C a r r

先 生 に 感 謝 申 し 上 げ ま す 。  
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